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「薬剤変更等に係る情報提供書」の 

作成方法 
 

かかりつけ医連携薬剤調整加算（老健）を算定する場合、処方変更の履歴管理を行い、かかりつ

け医にお渡しする薬剤変更等に係る情報提供書を作成します。また、老健や介護医療院で特別診

療費の「薬剤管理指導」を算定する場合も、服用する薬剤の履歴管理を行います。 

薬剤管理は入所時情報、入所中の処方内容変更時、退所時情報を登録します。 

薬剤変更等に係る情報提供書 → 《アセスメント》〈薬剤管理〉 

 

 

 

 

 

 

                           ※退所後１月以内に主治医に提供 

                            （老健） 

 

LIFE への提出は入所月、処方内容変更月、退所月に加え、少なくとも 3 月に 1 回です。 

処方内容に変更がない場合は 3 月に 1 回入所中情報として新規登録して提出します。 

 

〈薬剤管理〉は[薬剤情報]タブと[既往歴]タブで画面を切り替えます 

  

 

 

 

 

 

 

①入所時の処方、入所中の処方変更、退所時の処方情報を登録します。[薬剤情報]画面右上 [新規]

ボタンをクリックします。登録する薬剤情報がいつ時点のものか入所時情報／入所中／退所時

情報を選択してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

退所時情報 

入所中情報 

入所時情報 

情報提供書 
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②[既往歴]タブをクリックし、主治医や既往歴を入力します。 

 「薬剤変更等に係る情報提供書」に出力する主治医や既往症を入力します。LIFE に提出する場

合は、病名コードや発症年月日などの入力も必要です。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「他画面からの一括複写」ボタンをクリックすると、先に登録した〈科学的介護情報〉や〈自立

支援〉、〈主治医意見書〉から複写ができます。直接、病名の一部を入力して[病名検索]をクリッ

クすると病名と病名コードを検索できます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③[服薬情報]タブをクリックして、服薬している薬剤を登録していきます。  

 はじめに、[服薬情報]画面の便利な機能をご案内します。 

 ■[他画面からの一括複写] → 〈科学的介護情報〉の[既往歴・服薬]から一括複写します 

 ■[他画面からの複写] （個別複写） → 〈科学的介護情報〉の[既往歴・服薬]、〈薬剤管理〉の

過去の処方から薬剤を 1 件複写します。 

 ■[薬剤名履歴] → 過去に入力した薬剤履歴から部分一致する薬剤を検索し、薬品コードと薬 

剤名称を複写します。薬剤名称の一部を入力し、ボタンをクリックしてく 

ださい。初めて登録する薬剤は、薬品コードを調べて手入力が必要ですが、 

次回からは薬剤名履歴が表示されます。 
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 既に〈科学的介護情報〉の[既往歴・服薬]を入力した場合は、[他画面からの一括複写]を使うと

便利です。 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 複写元情報を選択すると、複写する薬剤が表示されます。 

 「他画面からの一括複写」の場合は複写する薬剤に☑します。 
 「他画面からの複写」（個別複写）の場合は複写する薬剤をクリックします。 
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④１つずつ薬剤を登録する場合や入所中に薬剤が追加された場合は、[行追加]ボタンをクリック

して薬品コードや名称、用量、用法等を入力します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 薬剤情報を入力したら、「確定」ボタンをクリックします。 

入力を途中でやめる場合は、「編集をキャンセル」をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 薬剤名称や薬品コードの入力は、「薬剤名履歴」を使うと便利です。 

 薬品名称の一部を入力し、「薬剤名履歴」をクリックしてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                           過去に入力した薬剤履歴から部分一 

致する薬剤を検索し、薬品コードと 

                           薬品名称を複写します。初めて登録

する薬剤は薬品コードを調べて手入

力しますが、次回からは「薬剤名履

歴」で履歴検索ができます。 
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⑤追加した薬剤を削除する場合は、削除する薬剤行をクリックして選択し、「行削除」ボタンをク

リックします。「行削除」は登録した薬剤が間違っていた場合に使います。処方されていた薬剤

が中止された場合は「行削除」ではなく「編集」ボタンをクリックし、減薬（処方中止）操作を

行います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑥処方が変更された場合は変更された薬剤行をクリックして選択し、「編集」ボタンをクリックし

ます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 服薬情報の編集ダイアログで、編集する目的を選択します。 
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 ・行修正･･･選択した行の服薬情報を変更します（入力間違いの修正など） 

 ・変更、減量、減薬、追加･･･変更された処方の内容を入力します。 

               処方は履歴管理するため、変更前の薬剤行はステータスが設定 

               されて残り、変更後の薬剤行が新たに追加されます。 

 

 服用していた薬剤を、別な薬剤に変更する場合は、「変更（薬剤変更）」を選択します。現在選

択して表示されている内容を、変更後の薬剤情報に打ち変えます。このときに[薬剤名履歴]を

使うと便利です。変更した理由や変更・減薬・減量後の状態・関連情報等／追加時処方経緯も

必要に応じて入力してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 変更後の薬剤情報を入力したら、「確定」ボタンをクリックします。 

入力を途中でやめる場合は「編集をキャンセル」ボタンをクリックしてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

変更前の薬剤はステータスが「減薬（処方中止）」になり、変更後の薬剤はステータスが「変更 

（薬剤変更）」で行が追加されます。 

 

変更後の薬剤情報に 

打ち変えます。 
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 【減量（規格変更）】【減量（用量変更）】【減薬（処方中止）】【追加（その他用量増量など）】も 

同様の手順で操作します。 

 全ての処方変更を入力したら、「保存」ボタンをクリックします。 

 

⑦「薬剤変更等に係る情報提供書」を出力します。 

 ご利用者様が退所された後、１月以内に「薬剤変更等に係る情報提供書」をかかりつけ医に渡

して情報提供します。印刷設定ダイアログの情報提供対象期間は、画面右上の「作成日」をも

とに直前の入所時～退所時を初期表示します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 処方の変更があると、入所時の処方と退所時の処方で薬剤の並び順が異なる場合があります。 

 印刷の前に服薬情報一覧右下「上へ移動」「下へ移動」ボタンを使い、並べ替えをしてください。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

⑧印刷設定ダイアログで「薬剤関連情報（確認用）」にチェックをすると、処方された薬剤の一覧

を出力します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

※薬剤調整報告書はご用意が

ありません。 

別におつくりください。 
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⑨LIFE へ提出する自由入力欄の文字数 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

病名は、100 文字 LIFE へ出力します 

薬剤名称は、120 文字 LIFE へ出力します 


